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補遺３ 連続の式 

 

３．１ 連続の式 

第 4章の(2)より、連続の式は、 
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と書ける。左辺第 2項を成分に分けて書くと、 
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となる。積の微分を展開して書けば、 
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となるので、項の順序を入れ替えて、 
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と表せる。ゆえに、 
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となって、 
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が得られる。 


